
ア 情報の多言語化と 

 キーパーソン活用 

（施策№.１～５） 

イ 日本語及び日本社 

会に対する学習支援 

  （施策№.６～９） 

ア 防災 

 （施策№.１０～１３） 

イ 子どもの育成 

 （施策№.１４～２９） 

ウ 労働環境 

 （施策№.３０～３３） 

エ 医療・保健 

 （施策№.３４～３６） 

【別紙１ プラン体系図 比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多 

文 

化 
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生 

社 

会 
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実 

現 

推 

進 

４つの基本理念 ６つの方向性 各分野の施策 

⑴ 「人権」 

の視点か 

ら考える 

⑷ 地域づ

くりにつ

なげる 

⑵ 「同じ」 

を共有し 

「ちが 

い」を認 

め合う 

⑶ 「多様 

性」を活 

力に変え 

る 

⑴ 市民との協働 

⑵ 課題の共有と 

役割の分担 

⑶ キーパーソンの 

活用 

⑷ プランの進行 

管理 

⑸ 市民による議論 

⑹ 社会参画に対す 

る位置付け 

 ⑴ コミュニケーション支援 

 ⑵ 生活支援 

ア 地域社会に対する 

意識啓発 

（施策№.３７～３９） 

イ 外国人住民の自立 

と社会参画 

（施策№.４０～４３） 

 

⑶ 「多文化共生」の 

地域づくり 

第２次プラン体系図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
松
本
市
が
目
指
す 

多
文
化
共
生
の 

ま
ち
】 

多
文
化
共
生
の 

基本理念 基本目標 施策の方向性 

 「人権」 

の視点か 

ら考える 

 地域づく

りにつな

げる 

 「同じ」 

を共有し 

「ちがい」

を認め合

う 

 「多様性」

を活力に

変える 

１ コミュニケーション 

  言葉の壁を越え対話

が活発であり、必要な

情報を得られるまち 

２ 教育・子育て 

  どの子も必要な学

びが得られる（誰一人

取り残さない）まち 

３ 暮らし 

  外国人住民と共生

する安心・安全で支え

合いの心がつながる

まち 

４ 地域社会 

  地域の誰もが多文化

共生に関心を持ち、外

国人住民が参画する持

続可能なまち 

 1-1 多言語・多様な方法による発信 

第３次プラン体系図 

 1-2 キーパーソンの活用 

 1-3 多様なニーズに応える日本語学

習支援 

 2-1 日本語教育及び就学支援体制の

充実 

 2-2 子育てしやすい環境づくり 

 4-1 地域社会に対する意識啓発 

 3-2 就労支援や医療機関を受診しや

すい体制づくり 

 4-2 外国人住民の社会参画 

 3-1 災害対応力の向上 


